

福岡ひまわりの里
支援員 田中 将徳

　平成28年３月３１日付けで福岡市手をつなぐ育成会の職員として採用され、福岡ひまわりの里へ支援員として配置されて勤務しています。田中 将徳です。いち支援者として育成会の職員としての「誇り」と専門的知識を高めるために「自己研鑚」を積み、利用者ひとりひとりの障がい特性と保護者の子供もしくは兄弟姉妹を思う親心を理解し、本人さんたちに合った支援を実施し、一人の人間として人間性を高める事を誓います。
[bookmark: _GoBack]　私が福岡市手をつなぐ育成会へ期待する事は、「共生社会」の実現です。入職した翌日から施行された「障がい者差別解消法」について法人内での研修を受講し、私自身の経験で強く痛感しました。現代社会は、バリアフリーの不足やハンディキャップに対する理解と協力の無さを感じます。
　私の同級生に、障がいを持っている子がいました。幼少時代から同じ学校へ通い、先輩や同級生から「いじめ」や「差別」を受けてその同級生は学校を不登校する時もあり、今思うと守ってあげられなかった自分が許せないです。
何か出来る事はないか？と思い、短大で障がい者スポーツと出逢い「スポーツをする楽しさを教えたい。」「障がいがあっても誰でも参加出来る競技がある。」と強く思い、現在も支援者として勤務をしながら、障がい者スポーツ大会へのボランティア活動や大会役員の審判員として参加したりサークルで指導する時間を頂き、「誰でも気軽に参加出来る競技がある。」「障がいがあってもスポーツをする楽しさ」を教えています。
　支援者という専門職に就き７年目を迎えますが、現代社会や教育現場において「障がいがあるからダメ。」と差別される話や本人の経験談を聞き、力になれない自分がとても情けなく感じます。育成会へ入職し、職員の初任者である事を忘れずに初心へ帰り発達障がいの特性について基礎から応用まで勉学へ励みます。「共生社会」の実現とは「人は皆、平等に人間として当たり前の日常と障がいへ対する理解と協力、差別の無い社会を築きあげること。」が目的と思います。育成会の職員として、今までの経験と支援者としての誇りを胸に「共生社会」の実現へ向けて支援力と専門的知識を高めて行きます。
最後に、未熟者ではありますが、どうか御指導のほどを宜しくお願い致します。
